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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マット中央部に形成され体躯身長方向に延びる脊椎支持部と、前記脊椎支持部の両側に
それぞれ形成され体躯身長方向に延びる第１体側保持部と、前記第１体側保持部の外側に
それぞれ形成され前記第１体側保持部とは硬度を異にする第２体側保持部とを有してなる
敷マットであって、
　前記第１体側保持部は、前記脊椎支持部の側端からマット外側方向に向かって突出形成
されると共に、前記脊椎支持部の側端からその先端側に向かって体躯身長方向断面の面積
が小さくなる体躯横断方向断面を有し、
　前記第２体側保持部は、前記第１体側保持部の先端部を包み込み、前記第１体側保持部
が該第２体側保持部の内部に突出する形で配置されるようにマット外側部分に設けられる
ことを特徴とする敷マット。
【請求項２】
　請求項１記載の敷マットにおいて、前記第１体側保持部の硬度Ｈ１は前記脊椎支持部の
硬度Ｈ０よりも低く、かつ、前記脊椎支持部の硬度Ｈ０は前記第２体側保持部Ｈ２と等し
いかそれよりも低い（Ｈ１＜Ｈ０≦Ｈ２）ことを特徴とする敷マット。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の敷マットにおいて、前記第１体側保持部は、前記第２体側保持部
内に楔状に突出し、Ｖ字形の体躯横断方向断面を有することを特徴とする敷マット。
【請求項４】
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　請求項１又は２記載の敷マットにおいて、前記第１体側保持部は、楕円形の体躯横断方
向断面を有することを特徴とする敷マット。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか１項に記載の敷マットにおいて、前記脊椎支持部は前記敷マット
上に仰向けの姿勢にて横たわる使用者の脊椎を支持し、前記第２体側保持部は該使用者の
体幹左右を保持することを特徴とする敷マット。
【請求項６】
　請求項５記載の敷マットにおいて、前記脊椎支持部及び前記第２体側保持部より柔らか
い前記第１体側保持部により、寝返りによって体幹の向きを変える前記使用者の体を保持
し、その際、前記第２体側保持部は該使用者の体をサポートすることを特徴とする敷マッ
ト。
【請求項７】
　請求項１～６の何れか１項に記載の敷マットにおいて、前記敷マットは、頭部支持部と
、前記頭部支持部と接続された胸臀部支持部と、前記胸臀部支持部と接続された足部支持
部とを有し、前記頭部支持部及び前記胸臀部支持部に前記第１体側保持部及び前記第２体
側保持部を形成したことを特徴とする敷マット。
【請求項８】
　請求項７記載の敷マットにおいて、前記胸臀部支持部の体躯身長方向の両端面にスナッ
プボタン及び面ファスナーを設け、該スナップボタン及び面ファスナーにより前記胸臀部
支持部と前記頭部支持部及び前記足部支持部を接続することを特徴とする敷マット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、人体を横たえるために使用される敷マットに関し、特に、褥瘡や腰痛、背部痛
の予防に有効な敷マットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、寝たきり状態にある病人の褥瘡防止や、腰痛や背部痛の改善や予防に、種々の
工夫を凝らした敷マットが提案されている。例えば、シリコン系ゲルや熱弾性ポリマ等を
マット内部に充填したものや、ウレタンフォームや超柔軟合成ゴムなどによってマット本
体を成型したものなど、多くの種類が実際に販売されている。
【０００３】
【特許文献１】
特開平5-49522号号公報
【特許文献２】
特開2000-279277号公報
【特許文献３】
特開2001-104104号公報
【特許文献４】
特開2001-161768号公報
【特許文献５】
特開2001-218651号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来の敷マットは、褥瘡防止や腰痛予防等には確かにそれなりの効果はある。
しかしながら、脊椎を個人の体躯に適した硬度にて支持すると共に、体側を適度な硬度に
て保持し、褥瘡や腰痛のみならず寝返りの容易性をも確保したものは存在しなかった。す
なわち、従来の敷マットは、計測値から導き出された適正硬度ではなく、単に体圧の均等
分散など、専ら敷マット上における体躯の静的状態の改善が目的とされており、解剖学的
自然位に近い体幹の維持や、寝返りのような動的状態の改善は考慮されてこなかった。人
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間は睡眠時に解剖学的自然位に近い体幹を維持し適度の寝返りを打つことから、その容易
性が睡眠の快適性を左右すると言っても過言ではなく、褥瘡等の防止と共に、横たえた体
を動し易い敷マットが求められていた。
【０００５】
本発明の目的は、仰向けに気持ち良く眠れると共に、寝返りが打ち易く、褥瘡や腰痛等を
予防し得る敷マットを提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の敷マットは、マット中央部に形成され体躯身長方向に延びる脊椎支持部と、前
記脊椎支持部の両側にそれぞれ形成され体躯身長方向に延びる第１体側保持部と、前記第
１体側保持部の外側にそれぞれ形成され前記第１体側保持部とは硬度を異にする第２体側
保持部とを有してなる敷マットであって、前記第１体側保持部は、前記脊椎支持部の側端
からマット外側方向に向かって突出形成されると共に、前記脊椎支持部の側端からその先
端側に向かって体躯身長方向断面の面積が小さくなる体躯横断方向断面を有し、前記第２
体側保持部は、前記第１体側保持部の先端部を包み込み、前記第１体側保持部が該第２体
側保持部の内部に突出する形で配置されるようにマット外側部分に設けられることを特徴
とする。
【０００７】
本発明にあっては、敷マットを脊椎支持部と第１及び第２体側保持部とからなる立体多室
構造としたので、敷マットに人が仰向けに横たわると、その脊椎が脊椎支持部にて支持さ
れると共に、体幹の左右が第１体側保持部によって保持され、第２体側保持部がその補助
的保持を行う。一方、敷マット上の人が寝返りを打つと、体が第１体側保持部にて保持さ
れつつ体幹の向きが変わる。すなわち、仰向けの姿勢では脊椎支持部と第１体側保持部が
体を保持し、寝返り時には第２体側保持部が緩衝部として作用して体をサポートする。従
って、寝返り動作を反発感なくスムーズに行うことができ、褥瘡や腰痛をも防止すると共
に、気持ちの良い寝心地を実現することが可能となる。
【０００８】
　前記敷マットにおいて、前記第１体側保持部の硬度Ｈ１を前記脊椎支持部の硬度Ｈ０よ
りも低く、かつ、前記脊椎支持部の硬度Ｈ０を前記第２体側保持部Ｈ２と等しいかそれよ
りも低く（Ｈ１＜Ｈ０≦Ｈ２）設定しても良い。
【０００９】
　また、前記敷マットにおいて、前記第１体側保持部を前記第２体側保持部内に楔状に突
出させ、体躯横断方向断面をＶ字形に形成しても良く、体躯横断方向断面を楕円形にして
も良い。
【００１０】
　前記敷マットにおいて、前記脊椎支持部によって前記敷マット上に仰向けの姿勢にて横
たわる使用者の脊椎を支持し、前記第２体側保持部によって該使用者の体幹左右を保持し
ても良い。この場合、前記脊椎支持部及び前記第２体側保持部より柔らかい前記第１体側
保持部により、寝返りによって体幹の向きを変える前記使用者の体を保持し、その際、前
記第２体側保持部は該使用者の体をサポートするようにしても良い。
【００１１】
　一方、前記敷マットを、頭部支持部と、前記頭部支持部と接続された胸臀部支持部と、
前記胸臀部支持部と接続された足部支持部とを有する構成とし、前記頭部支持部及び前記
胸臀部支持部に前記第１体側保持部及び前記第２体側保持部を形成しても良い。
【００１２】
　また、前記胸臀部支持部の体躯身長方向の両端面にスナップボタン及び面ファスナーを
設け、該スナップボタン及び面ファスナーにより前記胸臀部支持部を前記頭部支持部及び
前記足部支持部と接続するようにしても良い。
【００１３】
【発明の実施の形態】
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以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。図１は本発明の一実施の形
態である敷マットの構成を示す斜視図、図２（ａ）は図１の敷マットの側面図、図２（ｂ
）はその平面図である。敷マット１は、図１，２に示すように、体躯身長方向（長手方向
）に沿って３つの部位に分割されており、図中右側から、頭部支持部２、胸臀部支持部３
及び足部支持部４となっている。敷マット１は後述のように全長が1950mm・全幅が880mm
であり、これを一体に縫製あるいは成型するのは設備や手間の問題から効率的ではない。
このような分割構造を採れば、これらの点が容易となるのみならず、使用者側での組み立
てや洗濯、修理、交換などの点でも有利である。
【００１４】
敷マット１の表皮５は通気性の良いメッシュ地からなり、内部には合成樹脂製のパイプ材
が充填されている。表皮５の素材としては、木綿や麻、絹などの天然繊維、ポリエステル
やナイロン等の合成樹脂、それらを混紡したものなど種々の材料が使用される。このよう
に敷マット１はそれ自体非常に通気性が良く、ウォータベッドやエアマットのようにマッ
ト面が蒸れることがなく、褥瘡の予防に好適である。また、頭部支持部２等の各ユニット
は、家庭にて丸洗いすることができる。なお、表皮５の外側には、抗菌・消臭・静電気防
止等の処理を施した図示しない補助シーツを取り付けて使用する。
【００１５】
頭部支持部２と胸臀部支持部３の上下面はそれぞれ傾斜面６ａ,６ｂ、７ａ,７ｂとなって
いる。傾斜面７ａ,７ｂは足部支持部４との接続部位から、傾斜面６ａ,６ｂは胸臀部支持
部３との接続部位から徐々に高さが増加する。敷マット１の各部の寸法は、体躯身長方向
の全長が1950mm、体躯横断方向の全幅が880mmとなっている。頭部支持部２と胸臀部支持
部３の体躯身長方向の長さは570mm、足部支持部４の体躯身長方向の長さは810mmとなって
いる。敷マット１の自由時の厚みは、足部支持部４では均一に80mmとなっているが、胸臀
部支持部３では80mm～120mm、頭部支持部２では120mm～160mmとなっている。なお、敷マ
ット１の両側部８はやや曲面状に膨出しており、その部分の断面は略半円状となっている
。
【００１６】
図３は、敷マット１を平面９に載置し、その上に人１１が横たわった状態を示す説明図で
ある。敷マット１は平面９に載置されると、頭部支持部２と胸臀部支持部３の下面側の傾
斜面６ｂ,７ｂが平面９に倣って、自重によってやや潰れた形となる。そのとき、敷マッ
ト１の厚みは、足部支持部４は約75mm、胸臀部支持部３では約75mm～100mm、頭部支持部
２では約100mm～140mm程度となる。その状態で人１１が横たわると、頭部支持部２にて人
１１の頭部１２が、胸臀部支持部３にて胸背部１３及び臀部１４が、足部支持部４にて足
部１５がそれぞれ支持される。
【００１７】
図４は胸臀部支持部３の構成を示す斜視図であり、図中手前側が足部支持部４と、奥側が
頭部支持部２と接続される。また、図５は図４のＡ－Ａ線に沿った断面図である。なお、
頭部支持部２もこれと同様の構成となっている。頭部支持部２と胸臀部支持部３では、そ
の中央部に体躯身長方向に向かって延びる脊椎支持部１６が形成されている。脊椎支持部
１６の両側には第１体側保持部１７が形成され、さらにその外側には第２体側保持部１８
が形成されており、敷マット１の内部は、図４に示すように複数の部屋に区画された立体
多室構造となっている。
【００１８】
脊椎支持部１６は個人の体型に合った硬さに調節され、人１１が横たわると自然に脊椎の
生理的湾曲が維持されるようになっている。図６は、脊椎支持部１６の最適硬度を設定す
るための体型計測手法を示す説明図である。図６に示すように、ここではまず、人１１（
被検者）を垂直面１９の前に解剖学的自然位で直立させる。次に、人１１の踵骨後面２１
を垂直面１９に接触させず、肩甲骨背側面の頂点２２と殿部の頂点２３を軽く垂直面１９
に密着させる。その状態で、垂直面１９に平行で後頭骨後部の頂点２４に接する面２５と
垂直面１９との距離Ｘを測定する。
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【００１９】
発明者の実験によれば、JIS S6050に準拠した性能をもつ株式会社テクロック製のゴム硬
度計GS-701により、厚さ１cm以上の試料、加圧面が試料面に軽く密着する程度の約9.8N（
約１kgf）の押圧力にて、Ｘ＝２cmのとき硬度１２、Ｘ＝３cmのとき硬度８が好ましい。
かかる硬度に敷マット１を調整すれば、人１１は脊椎の生理的湾曲が維持され、しかも傾
斜面６ａ,７ａとマットの適度な沈み込みにより枕も必要ない。従って、人それぞれに心
地よい睡眠を与えると共に、脊椎の不自然な湾曲が強制されることによって起こる体幹背
部の不快感や腰痛、背部痛の出現を予防できる。また、頭部支持部２と胸臀部支持部３の
傾斜面６ａ,７ａにより、人１１は上半身をやや起こして横たわる形となり、平面に寝た
場合に多く見受けられる沈下性肺炎の予防も図られる。
【００２０】
第１体側保持部１７は、脊椎支持部１６の両側端１６ａから第２体側保持部１８に向かっ
て突出形成されている。第１体側保持部１７は、基部１７ａから先端部１７ｂ側に向かっ
て体躯身長方向断面Ｓａの面積が徐々に小さくなるように形成されている。また、第１体
側保持部１７の体躯横断方向断面ＳｂはＶ字形となっている。すなわち、第１体側保持部
１７は、脊椎支持部１６の側端１６ａから敷マット１の内部に楔状に突出した形となって
いる。そして、第１体側保持部１７の先端部１７ｂを包み込むように第２体側保持部１８
が形成される。
【００２１】
第１体側保持部１７の硬度Ｈ1は、第２体側保持部１８の硬度Ｈ2よりも低くなっている（
Ｈ1＜Ｈ2）。つまり、第１体側保持部１７は第２体側保持部１８よりも柔らかくなってい
る。また、第１体側保持部１７硬度Ｈ1は、脊椎支持部１６の硬度Ｈ0よりも硬度が低くな
っている（Ｈ1＜Ｈ0）。一方、脊椎支持部１６の硬度Ｈ0は、第２体側保持部の硬度Ｈ2と
等しいかそれよりも低くなっている（Ｈ0≦Ｈ2）。つまり、脊椎支持部１６・第１体側保
持部１７・第２体側保持部１８は、第２体側保持部１８（Ｈ2）が最も硬く、次に脊椎支
持部１６（Ｈ0）、そして第１体側保持部１７（Ｈ1）が最も柔らかくなっている（Ｈ1＜
Ｈ0≦Ｈ2）。これらの硬度は、充填されるパイプ材の充填密度によって調整される。
【００２２】
胸臀部支持部３の一端面２６ａには、充填物出入口２７が設けられている。充填物出入口
２７はファスナーにより開閉自在となっている。胸臀部支持部３の両端面２６ａ，２６ｂ
には、足部支持部４や頭部支持部２との接続のために、スナップボタン２８とＡＫテープ
（商品名）等の面ファスナー２９がそれぞれ取り付けられている。胸臀部支持部３はスナ
ップボタン２８と面ファスナー２９により、足部支持部４及び頭部支持部２と着脱自在と
なっている。胸臀部支持部３と足部支持部４及び頭部支持部２との間は、４個のスナップ
ボタン２８により機械的に連結されると共に、４カ所の面ファスナー２９により接続面に
隙間が生じないように接続される。
【００２３】
一方、足部支持部４は体躯身長方向に沿って３室に区画されている。足部支持部４には、
図３に示すように専ら足部１５のみが掛かるため、そこには、脊椎支持部１６や第１及び
第２体側保持部１７，１８は特に設けられておらず、単に、内部を３室に分割しただけの
構造となっている。足部支持部４は特に内部を分割構造にする必要はないが、そこにパイ
プ材やビーズを充填する場合、型くずれを生じないように、内部を区分しておいた方が望
ましい。従って、足部支持部４の分割構造も縦３室には限定されず、十字形に４室や、中
央で分割した２室など、種々の構成を採ることができる。勿論、胸臀部支持部３と同様の
構造にしても良いが、製造コストの面では単純な３室、４室構造の方が有利である。
【００２４】
このような敷マット１では、人１１が横たわると、その脊椎が最適な硬度で脊椎支持部１
６にて支持される。そのとき、体幹の左右は比較的硬めの第２体側保持部１８によって保
持される。敷マット１の内部は低反発なパイプ材が充填されており、体全体が小さな点で
支持されると共に、脊椎支持部１６と第１体側保持部１７が体型にフィットし体圧が均一
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に分散する。このため、敷マット１上にて体が「ゆらゆら感」なく安定し、快適な仰向き
姿勢で横たわることが可能となる。また、表皮５や充填パイプ材は通気性に優れており、
背部が蒸れることもない。従って、この敷マット１によれば人１１の褥瘡を予防できるの
みならず、腰痛や背部痛の予防も可能となる。
【００２５】
一方、敷マット１上の人１１が寝返りを打つと、体が比較的柔らかい第１体側保持部１７
にて保持されつつ体幹の向きが変わる。従来の敷マットでは、このような場合、体側部の
マット硬度が均一なため寝返りがしにくく、硬めに設定されたマットでは反発感があり、
柔らかめの設定では体が埋もれて思うように体を転換できない。これに対しこの敷マット
１では、仰向けの姿勢では適正硬度の脊椎支持部１６と柔らかな第１体側保持部１７が体
を保持する一方、寝返り時には、第２体側保持部１８が体をサポートし、寝返り動作を反
発感なくスムーズに行うことができる。すなわち、第２体側保持部１８が緩衝部として作
用し、仰向けのみならず、寝返り、横向きなどで、反発感のない気持ち良い寝心地が実現
できる。
【００２６】
本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変
更可能であることは言うまでもない。
例えば、前述の実施の形態では、布製の表皮５内にパイプ材を充填し、その充填密度によ
って硬度差を調節する構成を示したが、硬度を異にする低反発ウレタンやスポンジ等を所
定の形に成型し、それを貼り合わせて全体を形成しても良い。また、前述の実施の形態で
は、第１体側保持部１７を楔形に形成した例を示したが、図７に示すように体躯横断方向
断面Ｓｂを楕円形としても良い。なお、第１体側保持部１７の楔形も、図７に一点鎖線に
て示したように、脊椎支持部１６の両側端１６ａから直ちにＶ字形になるようにしても良
い。
【００２７】
さらに、前述の実施の形態では、頭部支持部２と胸臀部支持部３の両方に傾斜面を設けた
構成としたが、頭部支持部２にのみ傾斜面を設ける構成としても良い。また、頭部支持部
２や胸臀部支持部３の傾斜面も少なくとも上面に形成されていれば良く、下面の傾斜面６
ｂ，７ｂは必ずしも設けなくとも良い。なお、傾斜面自体を設けず、全体を略均一な高さ
に形成することも可能である。加えて、敷マット１の多分割構造は前述のような３分割構
造には限定されず、例えば２分割、４分割構造などであっても良い。
【００２８】
一方、表皮５は通気性の良い素材であればメッシュ地以外でも良く、多孔フィルムを貼着
した透湿性の撥水素材でも良い。内部充填物もパイプ材や合成樹脂製ビーズ等の流動性材
料には限定されず、流動性充填物以外の合成樹脂製粒状物や合成ゴム、ポリエステル綿な
ど種々のものを用いることができる。
【発明の効果】
本発明の敷マットによれば、敷マットを脊椎支持部と第１及び第２体側保持部とからなる
立体多室構造としたので、敷マットに人が仰向けに横たわると、その脊椎が脊椎支持部に
て支持されると共に、体幹の左右が第１体側保持部によって保持される。一方、敷マット
上の人が寝返りを打つと、第２体側保持部が体をサポートする。従って、寝返り動作を反
発感なくスムーズに行うことができ、褥瘡や腰痛をも防止すると共に、気持ちの良い寝心
地を実現することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態である敷マットの構成を示す斜視図である。
【図２】（ａ）は図１の敷マットの側面図、図２（ｂ）はその平面図である。
【図３】敷マットを平面上に載置し、その上に人が横たわった状態を示す説明図である。
【図４】胸臀部支持部の構成を示す斜視図である。
【図５】図４のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図６】脊椎支持部の最適硬度を設定するための体型計測手法を示す説明図である。
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【図７】敷マットの内部構成の変形例を示す説明図である。
【符号の説明】
１　　敷マット
２　　頭部支持部
３　　胸臀部支持部
４　　足部支持部
５　　表皮
６ａ，６ｂ　　傾斜面
７ａ，７ｂ　　傾斜面
８　　敷マット側部
９　　平面
１１　　人
１２　　頭部
１３　　胸背部
１４　　臀部
１５　　足部
１６　　脊椎支持部
１６ａ　　側端
１７　　第１体側保持部
１７ａ　基部
１７ｂ　先端部
１８　　第２体側保持部
１９　　垂直面
２１　　踵骨後面
２２　　肩甲骨背側面の頂点
２３　　殿部の頂点
２４　　後頭骨後部の頂点
２５　　後頭骨後部の頂点に接する面
２６ａ，２６ｂ　　胸臀部支持部の端面
２７　　充填物出入口
２８　　スナップボタン
２９　　面ファスナー
Ｈ0　　 脊椎支持部の硬度
Ｈ1　　 第１体側保持部の硬度
Ｈ2　　 第２体側保持部の硬度
Ｓａ　　体躯身長方向断面
Ｓｂ　　体躯横断方向断面
Ｘ　　　後頭骨後部の頂点に接する面と垂直面との距離
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【図４】
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【図７】
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